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１ 事業実施概要 

実施地域における住民、NPO 団体等を対象とした ICT による健康増進ネットワークを構築する。毎

日、自己の健康データを利用者自身が容易・積極的に管理出来る仕組み（Personal Health Record）

を中心として、医療・公共機関、NPO、企業などとの連携による、健康増進に効果的な運動方法や食

事摂取方法などの恒常的コンテンツ提供や、保健指導などのアドバイスを受ける仕組み、SNS による

情報交換の仕組みなどを提供する。健康増進に関する情報を積極的に配信し、自己で健康管理を行う

仕組みを地域の全住民に提供することで、健康で生き生きと暮らすことができる地域社会づくりに貢

献することができ、生活習慣病患者の減少や、健康な高齢者の増加が期待できる。 

 

 

 

２ 目標の進捗状況 

(1) 目標の進捗率 

指標 目標値 結果の数値 達成状況 計測方法・出展等 

健康増進ネットワーク 

月間延べ利用者数 

400,000 名 499.590 名 ○ 健康増進ＷＥＢサイトのロ

グ解析 

ICT 人材延べ育成人数 900 名 923 名 ○ イベント、講習会、セミナ

ー、等への参加人数。シス

テム開発、オペレーターの

数の合算 

 

 (2) 進捗率の理由（達成状況が△又は×の場合はその理由） 

 

 

 

 



３ 事業による成果 

(1) 事業による成果（アウトプット指標） 

 

項 目 成果指数 備考（成果指数の説明等） 調査時期 

運動教室・健康料理教

室参加者数 

運動教室：53 人 

料理教室：71 人 

運動教室、料理教室への

参加者数 

平成 23 年 2 月～3

月 

セミナーの参加者数 

 

97 人 カラダにいいこと研究所

利用説明会への参加者数 

平成 23 年 2 月 27

日 

Personal Heath 

Record サイト「カラ

ダにいいこと研究所」

の利用者登録数 

248 人 健康増進 WEB サイト登

録会員数 

平成 23 年 3 月 14

日 

Personal Heath 

Record サイト「カラ

ダにいいこと研究所」

のアクセス数 

280,731PV アクセス数のログ解析結

果 

平成 23 年 1 月 21

日～平成 23 年 3

月 14 日 

運動プログラムの情

報配信数 

6,820PV エクササイズに関するコ

ンテンツの延べ利用者数 

平成 23 年 1 月 21

日～平成 23 年 3

月 14 日 

Personal Heath 

Record サイト「カラ

ダにいいこと研究所」

利用者の健康管理デ

ータ解析数 

27,564 回 健康増進 WEB サイトへ

のログイン数 

平成 23 年 1 月 21

日～平成 23 年 3

月 14 日 

運動教室、健康料理教

室プログラム数 

運動教室：３回開催 

健康料理教室：３回開

催 

健康増進のために開催さ

れた教室の回数 

平成 23 年 2 月～3

月 

運動プログラムの開

催回数 

1 回  健康増進のために開催さ

れた運動イベントの回数 

平成 23 年 3 月 



Personal Health 

Record サイト「カラ

ダにいいこと研究所」

一人当たりの利用頻

度・リピート率 

アンケートによる平

均利用回数 

1.44 回／日 

アンケート結果による、

一人当たりの健康増進

WEB サイト平均利用回

数 

平成 23 年 3 月 

アンケート（利用者参

加型健康増進ネット

ワ ー ク 、 Personal 

Health Record サイ

ト「からだにいいこと

研究所）利用者」 

アンケート用紙 

198 枚  

 

メール 50 通 

アンケートの実施数 平成 23 年 2 月～3

月 

提供コンテンツ数 エクササイズコンテ

ンツ：9 個 

ヘルシーレシピコン

テンツ：30 個 

健康コラム数：2 個 

「カラダにいいこと研究

所」にて提供されている

コンテンツの数 

平成 23 年 3 月 

 



 

(2) 事業による社会的効果等（アウトカム指標） 

項 目 事業成果 調査内容 算出方法 調査時期

特定保険指

導の受診率 

受診・受診予

定率 

75.0％ 

健康管理 WEB システム

利用者に対し特定保健

指導受診を考えている

かについて利用前と利

用後の比較調査を行う。

2011 年 3 月の調査で取

得したアンケート結果

を基に、ＰＨＲサイト利

用前と比較して特定保

健指導の受診、若しくは

受診予定者の増減を比

較する。 

【根拠式】 

特定保健指導の受診増

減率＝アンケート結果

受診者・受診予定者÷ア

ンケート対象者総数 

平成 23 年

3 月 

健康指導回

数の増加率 

 

健康指導回

数 増 加 率

82.0％ 

健康管理 WEB システム

利用者に対し健康指導

を受ける機会がシステ

ム利用以前と比べて増

えたか減ったかについ

て利用前と利用後の比

較調査を行う。 

2011 年 3 月の調査で取

得した健康指導回数が

利用前と比べて増加し

たとする回答と、変わら

なかった・減少したとい

う回答の割合を比較す

る。 

【根拠式】 

健康指導回数増加率＝

アンケート結果健康指

導増加者÷アンケート

対象者総数 

平成 23 年

3 月 



食事改善・

健康運動継

続活動者数 

 

食事改善者

増加率 

78.0％ 

健康運動継

続活動者増

加率 

76.0％ 

健康指導をうけた人々

に対し、食習慣が改善さ

れたか、健康増進のため

の運動を継続して行っ

ているかについてのア

ンケート調査を実施す

る。 

2011 年 3 月の調査で取

得した、健康指導をうけ

て食事改善・健康運動を

継続して行っている活

動者数の増減を比較す

る。 

【根拠式】 

食事改善・健康運動継続

活動者数＝食事改善・健

康運動継続活動者数（健

康指導後）－食事改善・

健康運動継続活動者数

（健康指導前） 

平成 23 年

3 月 

主観的健康

度向上率 

主観的健康

度向上者増

加率 

95.7％ 

健康管理 WEB システム

利用者に対し、自身の健

康度が向上したと実感

できるかについてアン

ケートを実施する。 

調査で取得した健康度

が向上したとする回答

と、向上したと感じない

という回答の割合を比

較する。 

【根拠式】 

主観的健康度向上率＝

アンケート結果健康度

向上者÷アンケート回

答者総数 

平成 23 年

2 月～3 月

客観的健康

度向上率 

客観的健康

度向上率 

90.0％ 

健康管理 WEB システム

利用者に対し、健康診断

の検査数値が利用前と

比較し向上したかにつ

いてのアンケートを実

施する。 

2011 年 3 月の調査で取

得した健康診断の検査

数値が改善されたとい

う回答と、改善しなかっ

たという回答の割合を

比較する。 

【根拠式】 

客観的健康度向上率＝

検査数値向上者÷アン

ケート回答者総数 

平成 23 年

2 月～3 月

生活習慣病

患者認定者

数の減少率 

生活習慣病

患者認定減

少率 

91.4％ 

健康管理 WEB システム

を利用している生活習

慣病認定者に対し、利用

前と比較して生活習慣

病が改善したかどうか

2011 年 3 月の調査で取

得した、サイト利用前と

利用後で生活習慣病が

改善されたという回答

と、改善しなかったとい

平成 23 年

2 月～3 月



についての比較調査を

行う。 

う回答の割合を比較す

る。 

【根拠式】 

生活習慣病患者認定者

数の減少率＝生活習慣

病患者減少者÷アンケ

ート回答者総数 

慢性期疾患

患者の重症

化減少率 

慢性期疾患

患者の重症

化減少率 

80.0％ 

健康管理 WEB システム

を利用している慢性期

疾患患者に対してアン

ケートを実施し、重症化

を抑える効果があった

と感じることができた

かの実感についてアン

ケートを実施する。 

2011 年 3 月の調査で取

得した慢性期疾患患者

の重症化が改善された

と実感できたいう回答

と、改善しなかったとい

う回答の割合を比較す

る。 

【根拠式】 

生活習慣病患者認定者

数の減少率＝アンケー

ト結果重症の慢性期疾

患改善実感者数÷アン

ケート回答者総数 

平成 23 年

3 月 

慢性期疾患

患者の疾患

罹患率の減

少率 

慢性期疾患

患者の疾患

罹患率の減

少率 

85.0％ 

健康管理 WEB システム

利用者に対し、ＰＨＲサ

イトを利用することで

慢性期疾患を事前に予

防する効果があったか

について、アンケートを

実施する。 

2011 年 3 月の調査で取

得した慢性期疾患を事

前に予防する効果があ

ったと実感できたとい

う回答と、効果がなかっ

たという回答の割合を

比較する。 

【根拠式】 

慢性期疾患患者の疾患

罹患率の減少率＝アン

ケート結果慢性期疾患

予防効果実感者数÷ア

ンケート回答者総数 

平成 23 年

3 月 

医療費の削

減率 

医療費の削

減率 86.0％ 

健康管理ＷＥＢシステ

ム利用者に対し、システ

ム利用以前と比べ医療

費が削減したかについ

てアンケート調査を実

2011 年 3 月の調査で取

得した医療費が削減さ

れたかという回答と、削

減されなかったという

回答の割合を比較する。 

平成 23 年

3 月 



施する。 【根拠式】 

医療費の削減率＝アン

ケート結果医療費削減

者数÷アンケート回答

者総数 

往診回数及

び往診コス

トの削減率 

受診コスト

及び往診コ

ストの削減

率 

72.0％ 

健康管理ＷＥＢシステ

ム利用者に対し、システ

ム利用以前に比べ往診

回数及び往診コストが

削減したかについてア

ンケート調査を実施す

る。 

2011 年 3 月の調査で取

得した往診回数及び往

診コストが削減された

かという回答と、削減さ

れなかったという回答

の割合を比較する。 

【根拠式】 

往診回数及び往診コス

トの削減率＝アンケー

ト結果往診回数及び往

診コスト削減者数÷ア

ンケート回答者総数 

平成 23 年

3 月 

通院回数及

び通院コス

トの削減率 

通院回数及

び通院コス

トの削減率

66.0％ 

健康管理ＷＥＢシステ

ム利用者に対し、システ

ム利用以前に比べ通院

回数及び通院コストが

削減したかについてア

ンケート調査を実施す

る。 

2011 年 3 月の調査で取

得した通院回数及び通

院コストが削減された

かという回答と、削減さ

れなかったという回答

の割合を比較する。 

【根拠式】 

通院回数及び通院コス

トの削減率＝アンケー

ト結果通院回数及び通

院コスト削減者数÷ア

ンケート回答者総数 

平成 23 年

3 月 

健康に対す

る関心度向

上者数 

健康に対す

る関心度 

向上者数 

135 人 

向上率 

96.4％ 

健康管理ＷＥＢシステ

ム利用者に対し、システ

ムを利用することで健

康に対する関心度が向

上したかについてアン

ケート調査を実施する。

2011 年 3 月の調査で取

得した、健康に対する関

心度が高まったという

回答と、そうではないと

いう回答との割合を比

較する。 

【根拠式】 

健康に対する関心度向

上者数＝健康に対する

平成 23 年

2 月～3 月



関心度向上者数-非向上

者数 

健 康 管 理

WEB シ ス

テムコンテ

ンツの利用

回数 

エクササイ

ズコンテン

ツ 

利 用 回 数 

6,550 回 

 

ヘルシーレ

シピコンテ

ンツ利用回

数 5,928 回 

 

健康コラム

利用回数 

6,456 回 

（ 集 計 期

間：H23.1.21

～H23.3.13） 

ヘルスサービス、医療支

援サービス、健康管理Ｗ

ＥＢシステム閲覧数、健

康医療ＳＮＳ等をデー

タ解析することで、ログ

イン数等を調査する。 

2011 年 3 月の調査で取

得した各種コンテンツ

へのアクセス数を算出

する。 

【根拠式】 

健康管理 WEB システム

コンテンツの利用回数

＝各種コンテンツの利

用回数算出データ 

平成 23 年

3 月 

健 康 管 理

WEB シ ス

テムのコン

テンツ数 

エクササイ

ズコンテン

ツ 

9 個 

 

ヘルシーレ

シピコンテ

ンツ 

30 個 

 

健康コラム

数 

2 個 

健康管理 WEB システム

にて提供しているコン

テンツ数を調査する。 

2011 年 3 月の調査で取

得した各種コンテンツ

の数を算出する。 

【根拠式】 

健康管理 WEB システム

のコンテンツ数＝コン

テンツ数調査結果 

平成 23 年

3 月 

5 年 間 の

ICT 人材育

成・活用延

べ総数 

 

平成２２年

度の、延べＩ

ＣＴ人材、育

成・活用人数 

延 べ 総 数 

499.590 人 

5 年間の ICT 人材育成・

活用人数を調査する。 

2011 年～2015 年までの

毎年 3 月の調査で取得し

た調査結果を基に、各年

度の ICT 人材育成・活用

人数を算出する。 

 

平成 23 年

3 月 



 

 

4 システム設計書 

  別添２のとおり。 

  

 

会員数、各種

イベント・セ

ミナー参加

総数 

425 人 

【根拠式】 

5 年間の ICT 人材育成・

活用延べ総数＝各年度

ICT 人材育成・活用延べ

人数の合計＝各年度の

対象項目数値測定結果

総合計数 



＜システム運用結果＞ 

１ システム運用で得られた成果 

誰でも利用可能な健康増進 WEB サイト「カラダにいいこと研究所」により、健康を強く意識する

市民が増えたことが、アンケート結果よりわかった。また、継続的なイベントの実施や、ヘルシーレ

シピの掲載、エクササイズメニューや動画のオンデマンド配信など、利用者がサイトを訪問するたび

に様々なコンテンツを利用者へ提供し、利用者を飽きさせることなく利用できる仕組みにより、継続

的に健康増進に努めることができる形となった。 

 

２ 平成２２年度事業実施において明らかとなった課題 

運営面 

本事業を実施するにあたり、食事指導や運動指導、健康医療などの幅広いプレイヤーの協力が必要

であるが、具体的な作業着手に至るまでに、事業の明確な意図・目的、サービス内容や利用者の対象

などを各プレイヤーに正確に伝えること、得られた意見やアイデアのすり合わせ、意識調整に時間を

要したため、当初計画より実際のスケジュールが遅れてしまう一因となった。 

 

事業実施面 

上記の事由により利用者参加型健康増進ネットワーク事業のサービス開始が当初予定より遅れた

ため、当初予定していた平成 23 年度の健康管理 WEB サイト「カラダにいいこと研究所」サービス

稼働期間が短くなってしまう結果を招いた。 

 

３ 自律的・継続的運営の見込み 

実施体制面 

構築したネットワークは、福井ケーブルテレビ株式会社・さかいケーブルテレビ株式会社のサービ

スコンテンツとして活用し、委託期間終了後も自律的・継続的に運営を行っていく。構築したネット

ワークである「利用者参加型健康増進ネットワーク」によって、福井市、坂井市、あわら市の住民が

イキイキと健康的に暮らしていける社会を構築するためのインフラとしての役割を提供したいと考

えている。今後はさらに利用者参加型健康増進ネットワークの質を高め、新たなサービスコンテンツ

を実装し、地域住民に提供していくことを想定している。 

 

福井ケーブルテレビ、さかいケーブルテレビにて放映しているコミュニティちゃんねるである「ケ

ーブルちゃん。」にて、「エクササイズ運動」や「ＧＰＳウォークラリーイベント」の模様を撮影し、

提供している。この他にも、「エクササイズメニュー」や「ヘルシー料理レシピ」の放送も行ってい

る。ケーブルテレビ番組雑誌「けーぶるちゃん。」にも、「利用者参加型健康増進ネットワーク事業」

の健康管理Ｗｅｂサイトである「カラダにいいこと研究所」の広告・宣伝を実施し、利用者の拡大に

努めている。これからも福井市、坂井市、あわら市の住民を中心として「カラダにいいこと研究所」

を利用しやすいよう、宣伝広告を行っていくつもりである。 

 

 



資金計画面 

資金に関してはスポンサーを募り、その広告収入をもって、利用者参加型健康増進ネットワーク事

業の維持・運営につなげていこうと考えている。たとえば、健康食品販売店のバナー広告設置やスポ

ーツジムへのサイト誘導などである。また、「利用者参加型健康増進ネットワーク」にてより有用性

の高いアプリケーションを開発し、利用者に有料で提供することも考えている。これらの収益を次年

度以降の運営経費にあてる。 

 

４ 今後の展開方針 

平成 23 年 1 月 21 日に、本事業の主システムである、ＰＨＲ（Personal Health Record）機能を

兼ね備えた健康増進Ｗｅｂサイト、「カラダにいいこと研究所」の正式サービスを開始した。本サイ

トにて、日々の健康状態や食事情報を入力することで、健康の維持・管理、バランスの良い食事を行

うことができるよう後押しする。また利用者同士が情報を交換できる健康ＳＮＳサイトも同時にサー

ビスを開始し、平成 23 年 1 月下旬より運動・料理コンテンツのオンデマンドストリーミング配信を

行っている。 

今後は、ケーブルテレビ事業者としての特性を生かし、データ放送による健康・料理・運動記録の

テレビ視聴や、情報端末の進化に対応し、iPhone、アンドロイド携帯からも利用できるようなスマー

トフォンの機能を最大限生かしたアプリケーションの開発を行っていく予定である。 

この他にも、地元テレビ局である福井テレビジョン放送株式会社と連携し、地域番組「おかえりな

さ～い」にて度々、利用者参加型健康増進ネットワークのＰＲ活動を行った。福井テレビジョン放送

株式会社番組である「スーパーニュース」にても、同様に特集を行った。地元テレビ局による、運動

教室及び料理教室の模様を複数回放映したことにより、福井市、坂井市、あわら市住民に対して、「カ

ラダにいいこと研究所」の認知を促進することができたと考える。 

PHR サイト「カラダにいいこと研究所」の全面告知は平成 22 年 12 月 26 日より実施した。 

福井ケーブルテレビ・さかいケーブルテレビにても、コミュニティチャンネルの枠を最大限活用し、

平成 23 年 2 月上旬より番組内にて本事業の効果的宣伝・紹介を行い利用者拡大に努めている。 

平成 23 年 3 月 22 日には携帯 GPS 機能を利用したウォーキングラリーイベントを実施した。このイ

ベントは、各ポイントを訪問することで、その場所に縁のある歴史コンテンツを、携帯 GPS 機能を用

いてダウンロードできる仕組みを持っている。 

次年度以降の展開方針として、ケーブルテレビ事業とデータ放送を融合し、福井ケーブルテレビ・

さかいケーブルテレビ加入者は、データ放送機能を取り入れ、テレビ画面で自身の健康状態を確認で

きるようなシステム作りを行う。 

データ放送機能により、利用者が日々の記録、自身の身体情報や食事情報、運動情報を記録した結

果を、データ放送を介してテレビ画面にて管理・確認を可能とし、自身の健康状態を気軽に確認でき

るようになる。 



５ その他 

地元新聞である福井新聞朝刊 H22.10.26 号にて、利用者参加型健康増進ネットワークについて掲載さ

れた。 

 

福井新聞朝刊 H22.10.26 号 



地元のテレビ局である福井テレビジョン放送の番組「おかえりなさ～い」、「スーパーニュース」にて、

H22.12 頃より、健康増進 WEB サイト「カラダにいいこと研究所」について報道された。 

 

地元ケーブルテレビ局、福井ケーブルテレビ・さかいケーブルテレビの番組「コミュニティチャンネ

ル」にて、H23.1 頃より「カラダにいいこと研究所」の報道をおこなった。 

 



地元新聞、福井新聞の H23.2.25 号にて、福井市、坂井市、あわら市各世帯に対して「カラダにいい

こと研究所」の折り込みチラシ配布を行った。 

 

２．折込みチラシ（表）           完成日：2011 年２月９日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

折込みチラシ（裏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



朝日新聞朝刊 H23.3.21 号にて、健康増進 WEB サイト「カラダにいいこと研究所」のバナー広告が紙

面に掲載された。 

 

朝日新聞朝刊 H23.3.21 号 

 
 



・タニタ測定機器との連携 

健康測定機器として、株式会社タニタヘルスリンクのタニタ社製測定機器を購入し、利用者参加型

健康増進ネットワーク利用者に対して、モニターキャンペーンを行った。 

 

タニタ社の測定機器（体組成計、血圧計、歩数計）の測定データを、ネットワークを介してサーバに

集約し、そのデータを健康増進 WEB サイト（カラダにいいこと研究所）に転送することで、日々の健

康記録・管理を簡単に行うことができ、継続的に活用できる仕組みの構築を行っている。 

 

現在はタニタ社製のみ、連携可能であるが、今後の想定として、コンティニュア対応機器との連携に

より、特定のメーカーの製品だけでなく様々な測定機器と連携することで、測定データのサーバ転送

機能の活用範囲を押し広げ、幅広いユーザーが「カラダにいいこと研究所」への測定データ転送機能

を利用できるようにと考えている。 

 

・サイトアクセス結果 

ログ解析ソフト「Urchin」にて、利用者参加型健康増進ネットワーク、健康管理 WEB サイト「カ

ラダにいいこと研究所」の、ログ解析を実施した。解析結果は以下の通りである。 



アクセス数のログ解析表「ページビュー数」 

（平成 23 年 1 月～平成 23 年 3 月） 

 
平成 23 年 1 月 

平成 23 年 2 月 

平成 23 年 3 月 



アクセス数のログ解析表「セッション数」 

（平成 23 年 1 月～平成 23 年 3 月） 

平成 23 年 1 月 

平成 23 年 2 月 

平成 23 年 3 月 



 

アクセス数のログ解析表「コンテンツの詳細」 

（平成 23 年 1 月～平成 23 年 3 月） 

平成 23 年 1 月 



平成 23 年 2 月



 

平成 23 年 3 月 

 
イベント実施状況 

 

 

今回の「カラダにいいこと研究所」Ｗｅｂサイト運営におけるイベント実施は下記のとおりである。 

・料理教室 「～おいしく食べて、さよならメタボ～ 家庭で作れる！ ヘルシー料理教室」 

場 所：天谷調理製菓専門学校 

協 力：同上 

第１回：２０１１年２月 ５日（土）１０：００～１３：００ メタボ予防の食材の選び方 

第２回：２０１１年２月１２日（土）１０：００～１３：００ 油分カットの方法とポイント 

第３回：２０１１年２月１９日（土）１０：００～１３：００ 塩分ひかえめでおいしいしくみ 

       

・エクササイズ教室 「だれでも出来る！エクササイズ教室～メタボが気になる方のために～」 

場 所：社会福祉法人福井県済生会病院 

協 力：同上 

第１回：２０１１年２月１９日（土）１３：３０～１５：００ 

第２回：２０１１年２月２６日（土）１３：３０～１５：００ 



第３回：２０１１年３月 ５日（土）１５：００～１６：３０ 

※３回とも同じ内容 

第一部： 福井県済生会病院内科部長番度行弘先生による講習会 

第二部： 福井県済生会病院理学療法士講師によるエクササイズ教室 

 

・講演会 「メタボリックシンドロームが気になる方に～その予防と治療のための生活の知恵～」 

場 所：福井まちなか文化施設 響のホール 

日 時：平成２３年２月２７日（日）１３：３０～１５：３０ 

内 容：第一部 NPO 法人ナレッジふくい高嶋公美子理事長による 

ＰＨＲカラダにいいこと研究所サイト説明会   

第二部：京都大学大学院人間・環境学研究科教授津田教授による講演会 

 

・「健康ウォークラリー ～ＧＰＳ機能も使ってみよう！福井市編～」 

場 所：福井県福井市内 

日 時：平成２３年３月２２日（火） 

内 容：午前の部  9:30～ 語り部歴史解説コース 

所要時間 語り部歴史解説コース・・・・2時間ほど 

コース：別添資料 

協 力：まなびサイト・福井市歴史のみち整備推進室 

 

【イベント詳細報告】 

料理教室 「おいしく食べて、さよならメタボ～ 家庭で作れる！ ヘルシー料理教室」 

第１回：２０１１年２月５日（土）１０：００～１３：００ メタボ予防の食材の選び方 

募 集：２０１０年１２月２７日(月)〜２０１１月１月１５日(土) 

    ・カラダにいいこと研究所プレサイト 

    ・テレビ告知 

    ・ポスター 

応募数：総数４７名 当選者３３名通知 

 

１、 参加者２９名 

 



 

ヘルシー料理教室募集ポスター 

２、配布資料 

 



 

 

 



 

 

この配布資料を基に講義・実習を行った。 

 



 

 

 

 

 

設営物等 

 



 

 



第２回：２０１１年２月１２日（土）１０：００～１３：００ 油分カットの方法とポイント 

募 集：２０１０年１２月２７日(月)〜２０１１月１月１５日(土) 

    ・カラダにいいこと研究所プレサイト 

    ・テレビ告知 

    ・ポスター 

応募数：総数４２名 当選者３５名通知 

 

 

 

 

１、 参加者２９名 

 

 



２、 配布資料 

 

 



 

この配布資料を基に講義・実習を行った。 

 

 



第３回：２０１１年２月１９日（土）１０：００～１３：００ 塩分控えめでおいしいしくみ 

募 集：２０１０年１２月２７日(月)〜２０１１月１月１５日(土) 

    ・カラダにいいこと研究所プレサイト 

    ・テレビ告知 

    ・ポスター 

応募数：総数４２名 当選者３５名通知 

 

 

 

１．参加者２０名 

 



配布資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この配布資料を基に講義・実習を行った。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



運動教室 「だれでも出来る！エクササイズ教室～メタボが気になる方のために～」 

第１回：２０１１年２月１９日（土）１３：３０～１５：００  

募 集：２０１０年１２月２７日(月)〜２０１１月１月２２日(土) 

    ・カラダにいいこと研究所プレサイト 

    ・テレビ告知 

    ・ポスター 

応募数：総数５０名 当選者２５名通知 

 

構成：受付にて身長・体重・ＢＭＩ・血圧等の検査を行い、冒頭から３０分福井県済生会病院内科部長 

 番度行弘氏による講演会を行う。その後同病院内の理学療法士による運動メニュー実習を行った。 

 

検査風景 

 

 



講義資料 

 

 

 

 

 



参加者への配布資料 

 

 

 

 

 



講演風景 

 

 

運動メニュー資料 

 

 

 

 

 



運動メニュー実施風景 

 

 

 

第２回：２０１１年２月２６日（土）１３：３０～１５：００ 

第３回：２０１１年３月 ５日（土）１５：００～１６：３０ 

も同様な内容で実施。 

 

応募数：総数４８名 当選者２５名通知 

第２回参加者 １９名 

 

応募数：総数５５名 当選者２５名通知 

第３回参加者 ２３名 

 

 

設営物 

 



 

 

看板 

 



講演会  

メタボリックシンドロームが気になる方に～その予防と治療のための生活の知恵～ 

場 所：福井まちなか文化施設 響のホール 

   日 時：平成２３年２月２７日（日）１３：３０～１５：３０ 

   内 容：第一部 NPO 法人ナレッジふくい高嶋公美子理事長による 

ＰＨＲカラダにいいこと研究所サイト説明会   

第二部：京都大学大学院人間・環境学研究科教授津田教授による講演会 

終了後：質疑応答 

    募集媒体 

    ・カラダにいいこと研究所プレサイト 

    ・テレビ告知 

    ・ポスター 

応募数：総数１６８名 全員に当選通知 

参加者９７名 

 

NPO 法人ナレッジふくい高嶋公美子理事長によるＰＨＲカラダにいいこと研究所サイト説明会 

 

 



京都大学大学院人間・環境学研究科教授津田教授による講演会 

 

スクリーン資料 

 

 

 

 



 

 

 

 

会場内撮影 

 

 

 

 



 

 

質疑応答撮影 

 

 



看板 

 



健康ウォークラリー ～ＧＰＳ機能も使ってみよう！福井市編～ 

日 時：平成２３年３月２０日（日）午前 ９：３０～１２：００ 

※イベントは、東日本大震災を考慮し、一般の参加者の参加を見合わせ、利用者参加型健康増進ネッ

トワーク事業に関係する事業者にて健康ウォークラリーを３月２２日（火）に実施した。 

募 集：２０１０年１２月２７日(月)～２０１１月２月１３日(日) 

応募数：総数１２９名 当選者１１２名通知 

【内訳】 午前の部  語り部歴史解説コース ４０名  当選通知 ３０名 

エクササイズコース  ３３名  当選通知 ３０名 

午後の部 語り部歴史解説コース ２３名  当選通知 ２１名 

エクササイズコース  ３３名  当選通知 ３１名 

    ・カラダにいいこと研究所プレサイト 

    ・テレビ告知 

    ・ポスター 

 

参加者配布ルートマップ（ＱＲコード、スタンプ入り） 

  ＧＰＳ機能が付いていない場合はＱＲコードを読み取ってもらい、ＧＰＳ・ＱＲコード読み取り

の両方とも付いていない携帯電話の方にはスタンプでの代用とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施風景（歴史コース） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



各チェックポイント画面 

       ①           ②           ③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設営物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「健康ウォークラリー ～ＧＰＳ機能も使ってみよう！福井市編～」 

   場 所：福井県福井市内 

   日 時：平成２３年３月２２日（火） 



今後の展開方針 

利用者参加型健康増進ネットワーク事業第二回協議会にて使用された、今後の展開方針についてのプ

レゼン資料を下記に掲載。 

標準化対応

Ｎｅｔ－ＳＭＢＧシステムの展開

健康データ

体組成計 歩数計 血圧計

血糖値データ

Ｎｅｔ－ＳＭＢＧ

システム

健康データとの連携、付加価値

血糖測定器

ケーブルテレビ
データ放送連携

総務省平成２２年度 地域ＩＣＴ利活用広域連携事業 利用者参加型健康増進ネットワーク事業

誰でも使えるハードウェア

病院待合席 Net-SMBGキヨスク端末
～ 血糖測定器を繋いだら、印刷された月間管理表を持って診察へ ～

携帯端末 （Android系）
～ 携帯しているだけで、測定データを送っておいてくれる ～

総務省平成２２年度 地域ＩＣＴ利活用広域連携事業 利用者参加型健康増進ネットワーク事業



総務省平成２２年度 地域ＩＣＴ利活用広域連携事業 利用者参加型健康増進ネットワーク事業

「健康増進サービス事業（PHR事業）(Personal Health Records) 」

「Net-SMBG」（医療支援サービス）

医療連携システム

各種民間企業と連携したライフケアサービス事業を目指す
（PHRデータ共有による高付加価値収益モデル）
例）
・生活習慣病予防 スポーツジムメニュー サービス
・生活習慣病予防 料理教室 サービス
・糖尿病患者向け料理レシピ食材の宅配サービス
・在宅医療サービスへの誘導（ケアマネージャー/訪問ヘルパー/リハビリスタッフの派遣）
・地方自治体公共サービスとしての位置付け

病気

病気一歩手前

健康が気になる方

事業方向性、将来構想について

総務省平成２２年度 地域ＩＣＴ利活用広域連携事業 利用者参加型健康増進ネットワーク事業

「健康増進データの蓄積と活用」

・ケアマネージャー
・訪問ヘルパー
・リハビリスタッフ

各種民間企業と連携したライフケアサービス事業

食事 「糖尿病患者向け料理レシピ食材」

運動 「生活習慣病予防スポーツジムメニュー」

医療情報

高付加価値商品の創出

バックアップ

事業方向性、将来構想について

健康増進データ



総務省平成２２年度 地域ＩＣＴ利活用広域連携事業 利用者参加型健康増進ネットワーク事業

• 独居老人の健康状態を確認できる仕組みとして

• 在宅介護が必要な方への見守りシステムとして

• 健康データの判断に医療機関が関与する仕組みとして

• スポーツジムのカリキュラムに連動する仕組みとして

• 母子手帳の機能の活用（周産期医療への活用）

• 健康保健組合等での活用（特定保健指導のツール）

• 高齢者パソコン教室の開催などによる楽しいICT学習

今後の展開

健康記録

食事・運動

医療連携

効率化

生活習慣改善

運動セミナー

クラウド
カルテ

B社A社

Ｍｙカルテ

フィード
バック

共通診察券

認証局

在宅医療データ

健康チェック モチベーション維持

認証レベル1～４

ID/Password

ID/Password（適正）

ワンタイムトークン

HW適格証明書

C社

Ｍｙカルテ CATVデータ放送

料理教室

地産地消バック
アップ

二次
利用

健康診断

血糖値

体重・血圧・歩数

各医療施設

SS-MIX

県民の健康

指導・匿名調査

ｅヘルス産業

デリバリー（宅配）

セキュリティ

介護サービス

エクササイズ産業

総務省平成２２年度 地域ＩＣＴ利活用広域連携事業 利用者参加型健康増進ネットワーク事業

PC TV サイネージ

連携パス共有データ
ベース

福井県地域医療
連携システム

投薬データ

バイタルデータ

チーム医療
(新しい医療)

 



高齢者 慢性疾患患者

診療所医師
病院医師

訪問歯科医師

訪問薬剤師

訪問看護師

訪問ヘルパー 管理栄養士

ケアマネージャーハビリスタッフ

カラダにいいこと研究所
見守り共有データベース

（体組成、血圧、血糖値、投薬データなど）

総務省平成２２年度 地域ＩＣＴ利活用広域連携事業 利用者参加型健康増進ネットワーク事業

 

 



＜人材育成状況説明書＞ 

１ ＩＣＴ人材の育成人数 

地域のICT人材育成NPO法人である｢ナレッジふくい｣と提携し､ナレッジふくい職員や退職した

高齢者等による利用者参加型健康増進ネットワーク講習会を開催した。この講習会において、健

康増進 WEB サイト「カラダにいいこと研究所」の利用法等についての講習を、講習会参加者に対

して行った。また、構築に関わるエンジニアや、利用者参加型健康増進ネットワークに関するオ

ペレーター教育を馳せて実施した。 

この他にも、NPO 法人ナレッジふくい理事長より、利用者参加型健康増進ネットワーク事業の

趣旨説明及び、健康増進 WEB サイト「カラダにいいこと研究所」のセミナーを、平成２３年２月

２７日（日）、響のホールにて行った。 

   

ICT 人材育成人数 

・構築に関わるエンジニア：    30 人（初年度の延べ人数） 

・オペレーター     ：     4 人（初年度の延べ人数） 

・本事業利用者     ： 499.590 人（初年度の延べ人数） 

・講習会受講者     ：   144 人（初年度の延べ人数） 

・セミナー受講者    ：    97 人（初年度の延べ人数） 

 

２ ＩＣＴ人材の育成方法 

本事業を構築するにあたり、構築に関わるエンジニア、及びコンテンツ制作スタッフ、事業運

営スタッフに対して、ＩＣＴ技術者（システム開発ベンダー）による全体会議を定期的に行い、

システムの周知を行うと共に、ＩＣＴ基礎知識の向上に取り組んだ。利用者参加型健康増進ネッ

トワークのシステム開発にあたっては、開発ベンダーの既存ＩＣＴ人材がＯＪＴを行うことで、

ＩＣＴ人材の拡充を図った。 

また、申請主体より、ＮＰＯ法人ナレッジふくい理事長や開発ベンダーより ICT 人材を招へい

し、利用者参加型健康増進ネットワークや健康増進 WEB サイト「カラダにいいこと研究所」の利

用方法、GPS ウォークラリーの仕組みについて、プロジェクターや利用手順マニュアル、実機を

用いてわかりやすく指導を行った。 

この他にも、インターネットを利用した健康増進に関するコンテンツ（ヘルシーレシピやエク

ササイズ）の動画配信を行い、健康増進に対する知識の伝播を図ると共に、ICT 基礎知識の向上

に努めた。 

 

３  １で育成等したＩＣＴ人材の活用人数 

１で育成した「構築に関わるエンジニア」による、利用者に対する技術指導を実施することで、Ｉ

ＣＴ人材の効果的な活用を行った。また、既存のＩＣＴ人材によるセミナーや講習会、会議等を通じ

て本事業の普及・促進を行うと共に、健康管理について学ぶ機会を設けた。 

 

 



ICT 人材活用人数 

・ナレッジふくい会員   ：      40 人 

・構築に関わるエンジニア：    15 人 

 

既存の ICT 人材活用人数 

・ナレッジふくい職員  ：       5 人 

・学識者（外部招聘）  ：       2 人 

・開発ベンダー     ：    5 人 

 

４ ＩＣＴ人材の活用方法 

１で育成した「構築に関わるエンジニア」による、利用者に対する技術指導を実施することで、Ｉ

ＣＴ人材の効果的な活用を行った。この技術指導により、健康増進ＷＥＢサイト「カラダにいいこと

研究所」の諸機能（ＧＰＳウォークラリー等）の利用法を習得すると共に、携帯ＧＰＳ機能やＱＲコ

ード読取機能などのＩＣＴ基礎知識の普及に貢献した。 

また、既存のＩＣＴ人材によるセミナーや講習会、会議等を通じて本事業の普及・促進を行うと共

に、オンデマンド動画配信やＩＣＴを活用した（健康増進ＷＥＢサイト、カラダにいいこと研究所）

健康管理について学ぶ機会を設けた。 

さらに、ＩＣＴ教育を施したオペレーターによって、利用者参加型健康増進ネットワーク健康増進

ＷＥＢサイト「カラダにいいこと研究所」に対する問い合わせ対応を行った。 

 

５ 次年度以降のＩＣＴ人材の育成・活用内容（予定） 

ＮＰＯ法人ナレッジふくいによる講習サロンを今後も定期的に継続し、利用者参加型健康増進ネット

ワーク、健康管理ＷＥＢサイト「カラダにいいこと研究所」の利用促進を図り、かつ諸機能やネット

ワークについても解説を加えることでＩＣＴ人材の育成を図る。 

 また、新たなサービスの導入（iPhone、Android 向けアプリの開発やデータ放送活用等）を通じて、

構築に関わるエンジニア等より新機能の解説を行い、地域住民が様々なＩＣＴ技術を習得できるよう

後押しする。 

 これに加え、今後も「カラダにいいこと研究所」を運営していく中で、ＩＣＴ人材として育成され

たオペレーターによるお問い合わせ対応を引き続き行っていき、「カラダにいいこと研究所」の利用

ユーザーが増加するに従って、オペレーターも随時拡大し、ＩＣＴ教育を施していく予定である。 



＜実施体制説明書＞ 

１ 実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者参加型健康増進 

ネットワーク協議会 

（目的）利用者参加型健康増進ネットワークの

内容検討、助言等 

福井ケーブルテレビ株式会社 

さかいケーブルテレビ株式会社 

（目的）事業代表、自治体調整、ケーブルテレ

ビ番組放送 

利用者参加型健康増進ネットワーク協議会 構成委員 

・ 福井ケーブルテレビ株式会社 

・ さかいケーブルテレビ株式会社 

・ 福井市都市戦略部情報課 

・ 坂井市総務部企画情報課 

・ あわら市総務部政策課 

・ 福井大学 医学部、大学院工学研究科 

・ 京都大学医学部 

・ 福井県済生会病院 

・ 天谷調理製菓専門学校 

・ NPO法人ナレッジふくい 

福井テレビジョン放送株式会社 

 

（目的）全体システム管理、センター設備開

発、ネットワーク運用、センター設備運用、 

イベント企画実施、コンテンツ制作、人材育成

施設調整、運動施設調整、料理施設調整、医

療施設調整等 

NPO法人ナレッジふくい （目的）ICT 人材育成の研修及び講習会 

福井大学医学部 

京都大学医学部 （目的）健康指導支援 

福井県済生会病院 

天谷調理製菓専門学校 （目的）健康指導支援、食時指導 

福井大学大学院工学 

研究科 

（目的）健康増進ネットワークに関するアド

バイス等 

（目的）予防医療指導 

（目的）健康指導支援、運動指導 



２ 各主体の役割 

No 名  称 役  割 

１ 
利用者参加型健康増進ネットワー

ク協議会 

ICT を利活用した健康増進ネットワークを構築し、公共施

設や関連事業者との連携や、楽しく活用できるコンテン

ツ作りを行い、利用者の健康自己管理の習慣化を図るこ

とを目的とする。 

２ 福井ケーブルテレビ株式会社 

本事業における統括管理、ケーブルテレビサービスの調

整、実施、利用者サービスメニュー、サポート体制等の

調整 

３ さかいケーブルテレビ株式会社 
ケーブルテレビサービスの調整、実施、利用者サービス

メニュー、サポート体制等の調整 

４ 福井テレビジョン放送株式会社 

全体システム管理、センター設備開発、ネットワーク運

用、センター設備運用、イベント企画実施、コンテンツ

制作、人材育成施設調整、運動施設調整、料理施設調整、

医療施設調整等 

５ 福井市都市戦略部情報課 福井市の行政サービス関連の支援・調整・アドバイス等

６ 坂井市総務部企画情報課 坂井市の行政サービス関連の支援・調整・アドバイス等

７ あわら市総務部政策課 
あわら市の行政サービス関連の支援・調整・アドバイス

等 

８ 福井大学大学院工学研究科 健康増進ネットワークに関するアドバイス等 

９ 福井大学医学部 予防医療指導 

10 京都大学医学部 健康指導支援 

11 福井県済生会病院 健康指導支援、運動指導 

12 天谷調理製菓専門学校 健康指導支援、食事指導 

13 ＮＰＯナレッジふくい ICT 人材育成の研修及び講習会 



事業実施進行表 

実施内容 

 

8 月 

 

9 月 

 

10 月 

 

11 月 

 

12 月 

 

H23 

1 月 

 

 

2 月 

 

 

3 月 

 

協議会等設立・

準備会合 

        

協議会等開催         

システム構成の

検討・決定 

        

システム構築に

係る競争入札 

        

システム設計・

開発 

        

システム稼働 

 

        

報告書作成         

動画コンテンツ 

配信 

        

本事業紹介番組 

放映 

        

 

第１回協議会 第２回協議会 



その他 

本事業により構築したウェブサイト又は本事業を掲載したウェブサイト 

[１]  http://iikoto-lab.com/ ［ウェブサイト「カラダにいいこと研究所」］ 

 


